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快適環境とアメニティの創造は近年の行政施策のひとつともなっている．大都市の発展が

「拡大から成熟へ」と変化するとともに，パブリックアートは都市空間に設置され始めた．一

旦，パブリックアートが都市空間に設置されると，パブリックアートは都市アメニティ要素の

ひとつとなる．さらには，都市景観の重要な構成要素ともなってくる．そこで，本研究では都

市アメニティ要素としてのパブリックアートに着目し，大阪市内に設置されているパブリック

アートを対象として，その認識距離の算出など空間的関係の分析を試みている． 
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１．はじめに 
 

1976年におこわれたOECD（経済協力国際機構）によ
る環境政策の審査で，日本は環境の質を高めるための戦

争には勝利していないと評価された１）． 

このころから，大都市の発展が「拡大から成熟へ」と

変化し，同時期に都市空間にパブリックアートが設置さ

れるようになった．一旦，都市空間にパブリックアート

が設置されると，パブリックアートは都市景観を構成す

る重要な要素となり，まちづくりの要素ともなってくる． 

「まちのアートプラン」では，パブリックアートを媒

介に都市の活性化や個性的な都市づくりを目指しており，

パブリックアートを都市に設置する際に周囲の景観や地

域の歴史・文化などから都市の性格や空間の特性を把握

するような取り組みがみられるようになった。 

たとえば，パブリックアートを都市空間に取り入れた

バルセロナのガウディ大通りの「引きちぎられた腕や体

を持って走る女と彼女を追う天使」では，設置されたパ

ブリックアートが都市空間と一体となっているといった

事例もある． 

そこで，本研究では都市アメニティ要素のひとつであ

るパブリックアートに着目し，都市の魅力を再認識する

とともにパブリックアートの設置に関係する要因を分析

し，アメニティの向上につながる新たな設置方法を探る

こととした． 

２．研究の目的と方法 

 

近年，よく用いられるようになった「アメニティ」と

いう用語は「然るべきものが，然るべきところにある状

態」とイギリスの W・フォルホード卿が定義している
１）．しかし，アメニティという概念は抽象的ではっき

りと定まっていないことから，「住民環境にもとづく快

適環境指標の開発―川崎市の環境観察指標」２）では，

式(１)で示すとおり環境を総合評価するために６項目の

評価項目で重回帰モデルを作成している．この重回帰モ

デルでは快適面の係数が最も高い．快適面は式(２)であ

らわされるが，中でも街の落ち着きやたたずまいと緑の

ゆたかさの比重が高い． 

そこで，本研究では都市アメニティの要素を「街の落

ち着きやたたずまい」と，「緑のゆたかさ」とする．街

の落ち着きやたたずまいは空間構成に依存するため，都

市空間に設置され始めたパブリックアートを媒介に都市

アメニティの要素に迫ることとする．そこで，都市アメ

ニティの向上につながる新たな設置方法を探ることを目

標とし，今回はパブリックアートとして認識できる距離

の設定を目的としている． 

具体的には，パブリックアートの位置情報を用いて地

理情報システム（GIS：Geographic Information System）
により空間分析をおこなっている．すなわち，パブリッ

クアートを見ることができる可能性があるエリアを可



 

図-1 パブリックアートの分布 

視・不可視分析によって抽出している． 
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３．研究対象地 

 

（1）研究対象地の選定 

大阪市内の街路空間におけるパブリックアートの設置

状況を，現地調査により把握した．その結果を GIS を
用いて定位した（図-1）．パブリックアートが多く存在

する場所として，御堂筋や中之島緑道があげられる．御

堂筋では，1992 年から御堂筋をアメニティ豊かな道路

とする目的でパブリックアートが設置されはじめている．

また，中之島緑道では，1991年に大阪市制100周年記念

の一環としてパブリックアートが設置されている．これ

らの詳細については次節以降に記述する． 

さらに，緑の豊かさに関しては街路空間に存在する街

路樹が対応していると考え，緑の中でも街路樹を対象と

し，前田らの先行研究の成果を用いて街路樹の把握をお

こなった３）．この結果，御堂筋と中之島緑道では街路

樹も多く存在する傾向が見られた．そこで，都市アメニ

ティの要素として重要な街路樹が多く，さらにパブリッ

クアートも多く存在するこのふたつの地区を対象地に設

定した（図-2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）御堂筋彫刻ストリート 

御堂筋彫刻ストリートとは，御堂筋をアメニティ豊か

な芸術・文化軸として世界に誇る彫刻ストリートとする

ため，1992年，大阪市は「御堂筋都市彫刻設置検討委員

会」を設置し，人間賛歌をテーマとした彫刻の寄付を沿

道の企業に募った結果，完成したものである．モティー

フは「人体」，素材はブロンズ，高さは台座を含め全体

で約200㎝，台座の幅は60～80cm程度といった形状に限

定されている．事業区域は，御堂筋の土佐堀通りから長

堀通りまでの区間延長約２kmである．設置場所は，原則

として１街区に１点とし，土佐堀通りから中央大通りま

での区間では両側歩道の車道寄りに設置し，中央大通り

から長堀通りまでの区間では企業の敷地内の歩道際に設

置している．最近では2009年５月に新たなパブリックア

ートとして「女のトルソ」が設置され，既に設置されて

いた28点とあわせて，現在では29点のパブリックアート

が設置され，御堂筋を飾っている．彫刻作品は，事業区

域全体が調和のとれた街並みになるように，抽象・具象，

国内・国外を問わず芸術性の高いものが選ばれる． 

 

（3）中之島緑道 

中之島緑道は，水の都・大阪のシンボル中之島の南側，

土佐堀川沿いの淀屋橋から肥後橋に至る延長約 400m の

遊歩道である．大阪市制 100周年記念事業の一環として，

基本構想のひとつ「水・緑・光」計画に基づいて，彫刻

設置を主要素に整備された．通路の両側には樹木やベン

チが置かれており，憩いをとることもできる．1991 年

３月に，大阪市制百周年記念事業の一環として，財団法

人日本宝くじ協会の寄贈により 10 点の彫刻作品が設置

された．これら 10 点の彫刻は公募され，234 点の中か

ら「彫刻自体の造形上の観点，周囲の景観との調和，市

民に親しまれるシンボル性などを総合的に審査」された

ものである．作品は抽象的なものが多く，現代的な造形

が選ばれているのが特徴である４）． 

生活環境総合評価値 

＝ 0.33 ×快適面 ＋ 0.10 ×安全面 

＋ 0.09 ×衛生面 ＋ 0.10 ×利便面 

＋ 0.19 ×地域の個性 ＋ 0.23 ×人間関係

        

快適面 

＝ 0.23 ×空気のきれいさ ＋  0.13 ×水辺の親しみやすさ 

 ＋ 0.17 ×静けさ ＋  0.26 ×緑のゆたかさ 

 ＋ 0.30 ×街の落ち着きとたたずまい          
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パブリックアートの位置 

図-2 研究対象地 
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４．可視・不可視分析 

 

（1）都市モデル 

都市モデル構築に関しては，先行研究において，航空

機搭載型レーザ測量データ（LIDARデータ）を活用す
ることで，効率的にモデリングがおこなわれている．そ

の結果，すでに対象地域の建物や地形を含めた都市モデ

ルは研究成果として構築されている３）．本研究では構

築された都市モデルに簡易的に樹木を追加したものを使

用している（図-3）． 

 

（2）分析および分析結果 

現地調査より把握したパブリックアートの位置をGIS
上に定位し，観測される点をパブリックアートの上端と

して，パブリックアートの可視エリアの把握をおこなっ

た．分析にあたり，対象範囲において先行研究で作成さ

れた数値表層モデル（DSM：Digital Surface Model）に
樹木を加えたものを用いる３）．ここでは，御堂筋彫刻

ストリート及び中之島緑道に設置されているパブリック

アートの平均高さに近いパブリックアートを例に可視エ

リアの特徴について述べる。御堂筋彫刻ストリートでは

道路沿いにビルが立ち並んでいることから，おもに御堂

筋上にしか可視エリアが存在しなかった（図-4）．一方，

中之島緑道では，パブリックアートが設置されている場

所は土佐堀川沿いに位置していることから可視エリアは

道路上以外に水面にも広がっているが，水面からパブリ

ックアートを見ることはないと思われる（図-5）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）可視エリアの検証 

可視エリア内から実際に観測対象がパブリックアート

として認識されているかを把握するため，可視エリア内

の歩道上から写真撮影をおこない，検証を試みた．そこ

で，御堂筋彫刻ストリート，中之島緑道に設置されてい

るパブリックアートの中から一体ずつ選び，検証したと

ころ，存在は確認できたがパブリックアートして捉えに

くかった（図-6，図-7）．そこで，パブリックアートと

して認識できる距離を設定する必要があると考えた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．認識距離 

 

パブリックアートに対する垂直見込み角を用いてパブ

リックアートの認識距離を求める．垂直見込み角にはメ

図-5 中之島のパブリックアートの可視エリア 

パブリックアート位置 可視エリア 

図-4 御堂筋のパブリックアートの可視エリア 

 

図-6 パブリックアートの例（御堂筋） 

図-3 都市モデルの例（御堂筋付近） 

図-7 パブリックアートの例（中之島） 



 

ルテンスの法則の中から垂直見込み角 18 度を用いるこ

ととする．メルテンスの法則では 18 度を「対象から遠

景に注意が向き始める視角」とされていることから５），

逆に遠景から対象に注意が向き始める視角と捉えること

もできると考えた．つまり，パブリックアートと認識で

きる角度である．この法則の特徴は，第一に都市空間の

大きさを測る基準として人間を用い，距離のとり方によ

る人間の見え方の違いが都市空間の質的な違いを規定し

たことである．第二に，基準としての対象の大きさと距

離を視覚的に関係づけるために視角に着目し，視角につ

いての視覚心理学上の意味に対応させた点である．しか

し，この法則では視点高は考慮していない．そこで，本

研究で対象とするパブリックアートは建築物などより比

較的小さいことから，視点高を考慮することとした． 

見込み角を仰角（X１），俯角（X２），距離（d）と
してこの未知数のうち，d を仮定することにより式(３)
と式(４)を用いてX１とX２を求める（図-8）．そして，
求めた X１と X２を足すことで見込み角を求める．たと
えば，186 ㎝のパブリックアートの認識距離は 582 ㎝と

求めることができ，認識範囲も設定できる（図-9，図-

10）． 

 

 

 

 

 

 

(3) 

(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．おわりに 

都市アメニティ要素として，「住民環境にもとづく快

適環境指標の開発―川崎市の環境観察指標」で用いられ

た生活環境総合評価値をもとに，パブリックアートと街

路樹に着目し，GISを用いたマクロな観点からの分析で
は都市内のアメニティ豊かな場所を抽出することができ

た． 

また，樹木を考慮したDSMを用いた可視・不可視分
析では，パブリックアートを見ることができる可能性が

あるエリアを把握することができ，可視エリア内からパ

ブリックアートをアートとして認識できる距離をメルテ

ンスの法則を参考に設定した．これにより，都市景観を

構成する要素のひとつであるパブリックアートを設置す

る際に重要な指標と考えられる認識距離が定義できた．

しかし，都市アメニティの要素がただ単に多く存在する

だけでは都市アメニティを向上させる効果はあまり期待

できない． 

今後は，CAD/CGを用いたミクロな観点からパブリッ
クアートの前景や背景にあたる都市の空間構成に着目し，

パブリックアートと周辺環境との関係性について分析を

おこないたい．また，パブリックアートの設置位置や方

向を考慮した分析もおこないたいと考えている． 
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図-8 見込み角を用いた距離の算出 
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図-9 認識範囲の設定例（御堂筋） 

図-10 認識範囲の設定例（中之島） 

パブリックアート位置 認識範囲 樹木 
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